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9. 研究実績の概要

合成アントシアニン色素であるヒドロキシメトキシカルコン（HMC色素）を、細孔内修飾したメソポーラスシリカ（MPS）と複合化する
研究をすすめている。HMC色素は、低環境負荷であることのみならず生体に対する高い安全性が期待できるフォトクロミック色素であ
るが、光や熱に対する安定性が低く、またドライ条件ではフォトクロミック性能が発現しない（水などの溶媒が必要）という欠点を有
している。本研究は、MPS細孔中の固体酸性状態（MPS骨格への金属の導入）、細孔内表面の親水性・疎水性バランスの制御、細孔構造
などの因子を緻密に制御した上で色素と複合化することにより、上記欠点の克服を図ることを目的とする。 
本年度は、前年度までの成果であるMPSへの色素吸着条件および得られた複合体が可逆的な光着消色（紫外線Ａ波照射による着色と遮
光条件での経時消色）をおこす条件の検討結果をもとに、より産業的実用性を高める検討をおこない以下の成果を得た。
１.色素吸着量を向上させるために必要なMPSへの金属（AlやFe）導入手法として、一般的に用いられているMPS合成時の金属塩添加に
代わる、より効率的で実用性の高い調製方法を検討した。その結果、格子欠陥が多くなる水熱合成条件で金属フリーのMPSをまず合成
し、これを金属塩溶液と混合処理することでFeなどの金属をMPS格子中に多量かつ安定に導入できることを見いだした。
２.従来より検討をしている遮光条件での経時消色に加えて、紫外線C波を照射することによる短時間消色方法について検討した。その
結果、細孔形成剤である界面活性剤の除去を溶媒法でおこなったMPSを用いて複合体を調製することで、紫外線A波照射による着色、紫
外線C波による消色の着消色サイクルを発現できることを見いだした。
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13.研究発表（平成２４年度の研究成果）
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